２００４年　５月８日

『ポストモダニティの条件』　第一回プレレジュメ

グループ　熊井晃史・長谷文人・武道良子・山田希
第一章　序論

＊要点

・『ソフト・シティ』はポストモダニズム的である。

・ポストモダニズムを理解するにはそれ自身のモダンとの関係を理解しなくてはならない。

第二章　モダニティとモダニズム
＊時期区分　

～不易の様相の変化、そしてポストモダニストがどのような種類のモダニズムに反応しているかの理解のために～

	啓蒙のプロジェクト･･･一つの一貫した応えが自明の理　（唯一）

１８４８年（フランス革命）以降･･･上記の理の崩壊　（多様へ）


この章の基軸は、現代性を易、そして不易なものであるとするボードレールの定式であり、そこから「モダニティとモダニズム」についての論考がされている。また、易と不易の結合がなされ、そしてそこには歪みがあることを留意し、加えて、筆者の論考は上記の時期区分では、後者の方の記述に力点が置かれていることを注意しておきたい。

＊モダニティの歴史における揺れ動きの大別される諸過程（不易の様相に注目して）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：以下の点線による区分は上記した時期区分に基づいています

· 不易としての啓蒙思想、モダニティのプロジェクト

　　　←ウーェーバー、ニーチェの批判

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

· 不易としての美学（の探求）、新しいモダニズムのプロジェクト

←ロマン主義の影響

←啓蒙の目的と実現の難しさから生じる

· 不易としての神話　～英雄のモダニズム～

←世界大戦に対する反応

混乱する神話･･･　ex.　機械

　ムッソリーニ、プロレタリアート、ナチズム

· 「普遍的」、「高度」なモダニズム

←１９４５年以降支配的になる体制的な芸術と実践

· ポストモダニズムへ

６８年の運動←ポストモダニズムへと転換する文化的、政治的前兆

疑問点
テクスト解釈の向上を主旨として、筆者の問いかけの部分、またはキーポイントとなる箇所について議論したいです。

・P４９　L１３　ブルジョワかプロレタリアートかという問いのくだり

・P５１　L１６　「英雄的」な時代を特徴付ける問いというくだり
・P２８　L１８　「闇の部分」をどう説明し、というくだり
